
FEATURE STORY新型コロナと持続可能性

企
業「
社
会
対
応
力
」問
わ
れ
る

「
マ
ー
ク
・
ザ
ッ
カ
ー
バ
ー
グ
Ｃ

Ｅ
Ｏ
が
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
人
種

差
別
発
言
を
放
置
し
て
い
る
の
で
、

会
社
を
辞
め
た
」。
米
Ｃ
Ｎ
Ｎ
は

６
月
５
日
、
22
歳
の
元
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
社
員
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

掲
載
し
た
。「
暴
動
が
起
き
た
ら

銃
撃
だ
」と
い
う
ト
ラ
ン
プ
米
大

統
領
の
過
激
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
に
対

し
て
、
無
策
だ
っ
た
同
社
の
姿
勢

に
疑
問
を
持
っ
た
と
い
う
。

人
種
差
別
デ
モ�

�

若
者
が
目
立
つ

そ
の
４
日
前
、
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
す
ぐ

北
側
に
あ
る
セ
ン
ト
ジ
ョ
ン
ズ
聖

公
会
教
会
の
前
で
聖
書
を
掲
げ
、

報
道
陣
に
写
真
を
撮
ら
せ
て
い
た

（
表
紙
参
照
）。
現
地
か
ら
の
報
道

に
よ
る
と
、
わ
ず
か
数
百
メ
ー
ト

ル
先
の
公
園
や
街
路
で
は
、
連
邦

警
察
が
デ
モ
群
衆
を
催
涙
ガ
ス
や

ゴ
ム
弾
な
ど
で
排
除
し
て
い
た
。

起
点
は
米
ミ
ネ
ソ
タ
州
ミ
ネ
ア

ポ
リ
ス
だ
っ
た
。
５
月
25
日
、
白

人
警
官
が
ア
フ
リ
カ
系
住
民
の
首

を
膝
で
押
さ
え
つ
け
、
死
亡
さ
せ

る
様
子
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
広
が
り
、「
人

種
差
別
」だ
と
し
て
多
く
の
反
発

を
呼
ん
だ
。
デ
モ
は
米
国
内

５
０
０
都
市
以
上
の
ほ
か
、
カ
ナ

ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
欧
州
、

日
本
に
も
飛
び
火
し
た
。

米
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
死
者
が

10
万
人
を
超
え
た
中
で
、
ア
フ
リ

カ
系
の
死
亡
率
は
白
人
の
2.4
倍
に

達
し
た
。
経
済
的
困
窮
の
た
め
健

康
保
険
に
入
れ
ず
、
適
切
な
治
療

が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
一

因
だ
。
こ
う
し
た
格
差
社
会
の
矛

盾
や
不
正
義
に
対
す
る
市
民
の
怒

り
を
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
増
幅
し
た
。

「
ミ
レ
ニ
ア
ル
」に�
�

「
Ｚ
」「
Ｃ
」が
続
く

ロ
ー
マ
で
は
、
デ
モ
参
加
者
の

多
く
が
20
─
30
歳
代
の
若
者
だ
っ

た
こ
と
も
話
題
を
集
め
た
。

１
９
８
０
年
生
ま
れ
以
降
の「
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
」、
１
９
９
５
年

生
ま
れ
以
降
の「
Ｚ
世
代
」だ
。
そ

の
後
に
続
く「
Ｃ
世
代（
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
Ｃ
＝
コ
ロ
ナ
）」と

い
う
言
葉
も
生
ま
れ
た
。
若
い
世

代
ほ
ど
、
気
候
危
機
を
世
界
に
訴

え
る
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ン
ベ
リ
さ
ん

へ
の
支
持
率
も
高
い
。

若
い
世
代
は
社
会
課
題
へ
の
関

心
が
高
い
だ
け
で
な
く
、
社
会
課

題
に
無
関
心
な
企
業
に
強
く
反
発

す
る
。
企
業
が
対
応
を
誤
れ
ば
、

顧
客
だ
け
で
は
な
く
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
の
よ
う
に
従
業
員
か
ら
も

反
発
を
買
う
リ
ス
ク
も
あ
る
。

「
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
は
人
種
問
題

だ
け
で
は
な
く
、
気
候
変
動
、
平

和
、
正
義
、
貧
困
な
ど
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

イ
シ
ュ
ー
に
強
い
関
心
を
持
ち
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
達
成
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
そ
れ
が
消
費
性
向
に
も
現

れ
、
そ
れ
が
企
業
戦
略
に
も
影
響

し
て
い
る
」（
米
フ
ォ
ー
ブ
ス
誌
）。

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
年
度

調
査（
２
０
１
７
年
）で
は
、
ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
の
90
％
が「
気
候
変

動
は
、
人
間
活
動
が
原
因
で
あ
る

と
い
う
科
学
者
の
見
解
に
同
意
す

る
」と
答
え
た
。
こ
の
ほ
か
、「
規

模
の
大
き
な
紛
争
／
戦
争
」「
収

入
や
偏
見
な
ど
の
不
平
等
」「
難

民
問
題
」な
ど
へ
の
関
心
が
高
い

こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

米
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
は
こ
の

社
員
だ
け
で
な
く
、
社
内
で
ス
ト

ラ
イ
キ
が
起
き
、
複
数
の
社
員
が

辞
職
し
た
。
ザ
ッ
カ
ー
バ
ー
グ
Ｃ

Ｅ
Ｏ
は
５
日
、
暴
力
や
差
別
的
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
含
む
投
稿
を
制
限

す
る
方
針
を
示
し
、「
自
分
の
先

週
の
決
断
が
多
く
の
仲
間
を
怒
ら

せ
、
失
望
さ
せ
、
傷
つ
け
た
か
分

か
っ
て
い
る
」と
実
質
的
な
謝
罪

に
追
い
込
ま
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
は
、
世
界
の「
分

断
と
対
立
」を
加
速
さ
せ
そ
う
だ
。

経
済
停
滞
で
各
国
の
失
業
率
が
さ

ら
に
上
昇
す
る
懸
念
も
あ
る
。
貧

富
格
差
は
拡
大
し
、
治
安
上
の
問

題
も
起
き
や
す
く
な
る
。
ミ
ネ
ア

ポ
リ
ス
事
件
後
の
急
速
な
デ
モ
拡

散
は
、
社
会
の「
沸
点
」が
下
が
っ

た
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
は
、
企
業
に

と
っ
て
直
接
的
な
リ
ス
ク
に
な
り

か
ね
な
い
。
社
会
課
題
に
鈍
感
な

対
応
を
す
れ
ば
批
判
の
矛
先
が
企

業
に
も
向
き
か
ね
な
い
か
ら
だ
。

２
０
１
８
年
４
月
、
米
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
店

舗
に
い
た
ア
フ
リ
カ
系
市
民
が
逮

捕
さ
れ
た
事
件
で
は
、
通
報
し
た

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
に
非
難
が
集
ま

り
、
店
舗
前
で
は
デ
モ
も
起
き
た

こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
う
ち�

�

「
Ｓ
」が
重
要
に

人
種
差
別
や
格
差
だ
け
で
な
く
、

環
境
問
題
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー（
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
）問
題
や
難
民
問
題
も
こ
う

し
た
抗
議
活
動
の
起
点
に
な
り
や

す
い
。
い
わ
ゆ
る「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
リ
ス

ク
」だ
。
米
ナ
イ
キ
が
１
９
９
７
年
、

縫
製
委
託
先
の
工
場
で
児
童
労
働

が
発
覚
し
、
米
国
で
大
規
模
な
抗

議
活
動
や
不
買
運
動
が
起
き
た
こ

と
は
今
も
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

世
界
に
名
を
知
ら
れ
た
大
企
業

ほ
ど
、
そ
し
て
Ｃ
Ｓ
Ｒ
リ
ス
ク
を

経
験
し
た
企
業
ほ
ど
、
今
は
社
会

課
題
に
敏
感
だ
。
ナ
イ
キ
は
ミ
ネ

ア
ポ
リ
ス
事
件
に
呼
応
し
て「
人

種
差
別
に
背
を
向
け
る
の
は
止
め

よ
う
」と
呼
び
掛
け
始
め
た
。ネ
ッ

ト
フ
リ
ッ
ク
ス
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
で

「
沈
黙
し
て
い
る
の
は
共
犯
者
と

同
じ
。
ア
フ
リ
カ
系
市
民
の
命
は

大
切
」と
言
い
切
っ
た
。

米
Ｐ
Ｒ
会
社
大
手
エ
デ
ル
マ
ン

の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
エ
デ
ル
マ
ン
Ｃ

Ｅ
Ｏ
は
６
月
11
日
、「
人
種
差
別

問
題
で
積
極
的
に
動
く
企
業
は
評

価
さ
れ
る
。
一
方
、
行
動
を
伴
わ

ず
に
声
明
だ
け
出
す
企
業
は
搾
取

的
だ
と
考
え
る
米
国
人
が
63
％
に

達
し
た
」と
の
調
査
結
果
を
Ｃ
Ｎ

Ｎ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
話
し
た
。

日
本
は
こ
う
し
た
動
き
を「
対

岸
の
火
事
」だ
と
見
が
ち
だ
。
だ

が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
と
っ
て

は
、
現
地
の
従
業
員
や
顧
客
と
の

間
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
リ
ス
ク
が
生
ま
れ
か

ね
な
い
と
い
う
視
点
を
持
つ
こ
と

は
重
要
だ
。
海
外
で
事
業
展
開
し

て
い
な
く
て
も
、
株
主
や
投
資
家

新型コロナと持続可能性

各国で格差拡大
社会の沸点下がる
新型コロナウイルスが世界の経済や社
会を大きく変えた。長期の外出禁止や自
粛によって多くの企業が倒れ、失業者も
増えた。先進国や開発途上国を問わず、
貧富の格差は今後、さらに広がるだろう。

６月に米国などで起きた「人種差別反対」
デモが過去最大の規模になり、社会の「沸
点」が下がったことも実感させる。企業
はコロナや人種問題だけでなく、幅広く
「社会対応力」を問われる時代になった。

（�オルタナ編集長・森　摂、副編集長・吉田�広子、オルタナＳ編集長・池田�真隆）

ロ
ー
マ
で
の
人
種
差
別
反
対
デ
モ
は
若
者
の
参
加
が
多
い
と
話
題
に
な
っ
た��

�

（
２
０
２
０
年
６
月
）
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